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今　号　の　記　事

東日本大震災・福島第一原発事故から12年 ２面

研
面
究 ６面歯科定例研究会より

「質の高い歯科衛生士業務の実践」

こども医療費高校生まで無料　
県内で大きく広がる ３面

協
会
会
議
室
で
聴
い
た
。
科
学
者

と
し
て
の
医
師
の
使
命
と
責
任
、

研
究
を
軍
事
と
民
生
に
二
分
す
る

困
難
さ
、
さ
ら
に
中
国
政
府
の
動

き
も
解
説
さ
れ
た
▼
沖
縄
等
に
米

軍
基
地
が
あ
る
以
上
、
日
本
も
台

湾
有
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
一
党
独
裁
の
専
制
国
家

と
の
性
格
は
中
国
４
千
年
の
歴
史

で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
よ
う
思

わ
れ
る
と
し
て
、
習
近
平
は
自
身

を
唐
の
２
代
目
皇
帝
太
宗
・
李
世

民
に
重
複
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
て

お
ら
れ
た
▼
太
宗
は
中
国
で
「
代

表
的
名
君
」
と
さ
れ
、
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
集
め
た
「
貞
観
政
要
」

は
中
国
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
、
日

本
で
も
帝
王
学
の
規
範
書
、
教
科

書
と
し
て
歴
代
皇
帝
、
日
本
の
天

皇
、
幕
府
の
将
軍
の
必
読
書
と
さ

れ
、
広
く
読
ま
れ
た
。
太
宗
が
名

君
と
言
わ
れ
た
の
は
、
周
囲
の
有

能
な
官
僚
・
房
玄
齢
、
杜
如
晦
、

魏
微
等
が
諫
言
し
、
そ
の
耳
障
り

な
意
見
も
聴
く
耳
を
持
っ
て
い
た

か
ら
だ
▼
太
宗
は
「
何
を
言
っ
た

か
」
の
記
載
は
あ
る
が
、「
何
を

し
た
か
」
と
い
う
記
載
は
少
な

い
。
中
国
の
歴
史
書
で
は
個
人
の

発
言
、
会
話
が
多
く
、
社
会
制
度

の
記
載
が
少
な
い
の
だ
が
、
律
令

制
を
完
成
さ
せ
、
国
家
を
世
界
帝

国
と
し
て
完
成
さ
せ
た
功
績
は
明

ら
か
だ
▼
日
本
に
も
「
聞
く
力
」

を
持
つ
と
い
う
偉
い
人
が
い
る
が

聞
く
の
は
周
囲
の
御
用
学
者
の
意

見
だ
け
。
安
易
な
円
安
、
非
正
規

雇
用
の
拡
大
。
こ
の
20
年
間
で
Ｇ

７
の
な
か
で
日
本
だ
け
停
滞
し

て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド

に
も
抜
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
甘
言

を
弄
す
る
似え

非せ

学
者
よ
り
周
囲
の

諫か
ん

言げ
ん

と
物
価
高
で
困
窮
し
て
い
る

国
民
の
「
寒4

言
」
を
聴
け
！�（
鼻
）

　

先
日
、
福
島
雅
典

京
大
名
誉
教
授
の
デ

ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
（
軍

民
両
用
）
研
究
の
危

険
性
と
い
う
講
演
を

「医療知ろう！」放送中！！

ラジオ関西番組出演　毎週土曜20時02分頃～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

３月18日　インボイス制度と医療
３月25日　今後の感染対策

　

今
年
10
月
か
ら
政
府
が
導
入
を
予
定
し
て
い
る
消
費
税
の
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」。
協
会
に
は
「
医
療
機
関
も
登
録
が
必
要
な
の
か
？
」

「
取
引
先
の
歯
科
技
工
所
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
た
ほ
う
が
い
い
の

か
？
」
な
ど
、
医
療
機
関
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
、
会
員
か
ら
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
制
度
へ
の
対
応
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
必
要
が
な
い
の
に
登
録
す
る
と
消
費
税
を
納
税
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
対
応
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
を

解
説
す
る
。

ま
ず
は
自
院
の
消
費
税

申
告
形
態
の
確
認
を

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
消
費
税
納
税
の
際
の
仕
入
れ

税
額
控
除
の
た
め
に
仕
入
先
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
を

受
け
取
り
保
存
す
る
必
要
が
出
て

く
る
。

　

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る

た
め
に
は
登
録
が
必
要
だ
が
、
自

院
が
免
税
事
業
者
な
の
か
、
簡
易

課
税
事
業
者
な
の
か
、
本
則
課
税

事
業
者
な
の
か
で
取
る
べ
き
対
応

が
変
わ
る
た
め
、
ま
ず
は
自
院
の

申
告
形
態
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
（
上
図
）。

①
医
療
機
関
が

　

支
払
い
を
受
け
る
場
合

　

診
療
報
酬
は
消
費
税
非
課
税
で

あ
り
、
取
引
先
が
個
人
の
患
者
さ

ん
な
の
で
、
原
則
と
し
て
一
般
の

医
療
機
関
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

す
る
必
要
は
な
い
。

　

自
費
売
上
が
１
０
０
０
万
円
超

の
課
税
事
業
者
で
あ
る
医
療
機
関

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
の
検
討

が
必
要
と
な
る
が
、
自
費
の
内
容

に
よ
っ
て
は
登
録
の
必
要
の
な
い

場
合
が
あ
る
。
実
際
に
取
引
で
イ

ン
ボ
イ
ス
を
求
め
て
く
る
の
は
法

人
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
費

売
上
が
多
く
て
も
、
相
手
が
個
人

（
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
等
の
自
費
診

療
）
や
自
治
体
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
が
多
く

を
占
め
る
場
合
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
と
し
て
の
登
録
は
必

要
な
い
。

　

た
だ
し
、
免
税
事
業
者
で
あ
っ

て
も
、
本
則
課
税
事
業
者
で
あ
る

法
人
等
を
取
引
先
と
し
て
自
費
診

療
（
健
康
診
断
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
）
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
法

人
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
に
は
登
録
が

必
要
と
な
り
、
登
録
に
際
し
て
は

課
税
事
業
者
と
な
り
消
費
税
を
納

め
る
必
要
が
あ
る
（
上
表
）。
免

税
事
業
者
で
あ
る
医
療
機
関
が
、

取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め

ら
れ
た
場
合
、
そ
の
売
り
上
げ
を

維
持
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
税
事
業

者
と
な
り
消
費
税
を
納
税
す
る
デ

メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
、
慎
重
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

何
よ
り
、
取
引
先
が
「
課
税
事

業
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
取
引
価
格

を
引
き
下
げ
ろ
」
等
と
通
告
す
る

こ
と
は
独
占
禁
止
法
違
反
の
疑
い

が
強
い
た
め
、
こ
う
し
た
事
例
が

発
生
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
協
会
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

②
医
療
機
関
が
仕
入
れ
を
行
い

　

代
金
の
支
払
い
を
す
る
場
合

　

医
療
機
関
が
免
税
事
業
者
や
簡

易
課
税
事
業
者
な
ら
ば
、
仕
入
れ

税
額
控
除
を
す
る
必
要
が
な
い
た

め
、
歯
科
技
工
所
な
ど
の
仕
入
れ

先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
得
る
必
要

は
な
い
。

　

本
則
課
税
事
業
者
の
場
合
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
受
け
取
れ
な
け
れ

ば
仕
入
れ
税
額
控
除
が
で
き
ず
納

税
額
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
と
な

る
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め

る
際
に
も
、
歯
科
技
工
所
な
ど
仕

入
れ
先
に
対
し
て
取
引
停
止
を
ほ

の
め
か
し
て
、
値
引
き
を
要
求
し

た
り
す
る
こ
と
は
独
占
禁
止
法

上
、
問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

中
小
業
者
へ
の

増
税
が
狙
い

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
向
け

て
政
府
は
事
業
者
に
対
し
登
録
お

よ
び
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
消

費
税
負
担
・
事
務
負
担
を
小
規
模

事
業
者
に
ま
で
広
げ
、
経
営
を
危

機
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
免
税
事

業
者
へ
の
緩
和
措
置
が
導
入
さ
れ

る
が
、
あ
く
ま
で
期
限
付
き
の
も

の
で
あ
り
、
業
者
間
で
の
分
断
を

起
こ
す
こ
と
か
ら
も
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
問
題
を
抱
え
た
制
度
で

あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
に
つ
い
て
、

政
府
は
「
社
会
保
障
の
た
め
」
と

し
て
税
率
を
引
き
上
げ
な
が
ら
、

患
者
窓
口
負
担
引
き
上
げ
な
ど
社

会
保
障
給
付
を
抑
制
し
続
け
て
き

た
。
そ
し
て
、
医
療
機
関
に
は
仕

入
れ
税
額
控
除
が
で
き
な
い
控
除

対
象
外
消
費
税
（
損
税
）
に
よ
る

負
担
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。

　

協
会
は
、
家
計
を
悪
化
さ
せ
、

逆
進
性
の
高
い
消
費
税
の
減
税
・

廃
止
、
医
療
機
関
の
損
税
問
題
の

「
ゼ
ロ
税
率
」
導
入
に
よ
る
解

決
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を

求
め
て
い
る
。

必要のない登録で課税・独禁法違反に注意！

図　インボイス対応検討フローチャート

イ
ン
ボ
イ
ス
は
慎
重
な
対
応
を

解
説　

10
月
導
入
予
定
の
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

登録の期限は９月30日
　10月からインボイス発行事業者となるための登録期限は９月
30日です。慌てず慎重に検討しましょう。
　インボイス制度への対応について、ご不明な点は協会までお
問い合わせください（☎078－393－1807、平日10～12時、14時
～17時）

インボイス制度の問題点について
詳しくは下記サイトをご覧ください

https://stopinvoice.org/

医療費の窓口負担『ゼロ』の世界を
のぞいてみよう

医療費窓口負担

ゼロの会

オンラインイベント

ナイトミュージアム
３/25（土）18:00～
WEBによるライブ配信

特別講演
　健康格差はなぜ生まれるのか
　　　　　～『ゼロ』の世界の必要性～
　近藤克則氏
　（千葉大学予防医学センター教授）

兵庫協会から医療費窓口負担の国際比較を
報告！

主催：�神奈川県保険医協会／医療費の窓口
負担「ゼロの会」

共催：�千葉県保険医協会／兵庫県保険医協会

基準期間の自費等売上（※２年前の自費等売上高〈税込み〉）が
1000万円以下（免税事業者）

基準期間の自費等売上が
・1000万円超～5000万円以下
　（簡易課税事業者）
・5000万円超（本則課税事業者）

インボイス発行事業者として
登録の必要なし 登録するか検討

は 

い
い
い
え

は 

い

インボイスの発行 消費税の納税義務
課税事業者 できる あり
免税事業者 できない なし

※�免税事業者はインボイスを発行できない。発行するためには課税事業者
になり、消費税の納税義務を負うことになる

➡視聴は
　こちらから
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協
会
に
よ
る
被
災
地
訪
問
活
動
の
取
り
組
み
等
か
ら
得
ら

れ
た
、
医
療
・
福
祉
・
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
提
言
を
ま
と

め
た
書
籍
『
東
日
本
大
震
災
・
原
発
震
災
10
年
、
そ
の
あ
と

に
』
を
普
及
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

�

ご
注
文
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
４
０
ま
で

発
行　

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
２
０
０
０
円
＋
税
、
送
料
込

協
会
編
集
書
籍
の
ご
案
内

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

第２０３２号 （２）２０２３年(令和５年)３月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

近
畿
各
府
県
の
保
険
医
協
会
や

民
医
連
、
反
核
医
師
の
会
で
つ
く

る
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
２
月

23
日
、
市
民
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
企

画
「
沖
縄
と
核
～
恐
怖
と
隣
り
合

わ
せ
の
島
で
～
」
を
、
大
阪
市
内

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

広
島
放
送
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
松

岡
哲
平
氏
が
講
演
し
、
79
人
（
会

場
32
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
47
人
）
が

参
加
し
た
。

　

松
岡
氏
は
、
沖
縄
放
送
局
時
代

の
２
０
１
５
年
、「
沖
縄
と
核
」

を
テ
ー
マ
に
取
材
を
重
ね
、
米
軍

占
領
下
の
沖
縄
が
核
戦
略
の
拠
点

だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
沖
縄
と
核
」

を
制
作
し
た
と
紹
介
。

　

50
年
代
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米

大
統
領
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
の

も
と
、
米
国
は
日
本
本
土
へ
の
核

配
備
を
狙
っ
た
が
、
本
土
で
は
ビ

キ
ニ
水
爆
実
験
被
害
に
よ
り
反
核

運
動
が
盛
り
上
が
り
本
土
へ
の
核

配
備
の
拒
否
感
が
強
か
っ
た
。
一

方
で
、
本
土
住
民
の
沖
縄
へ
の
核

に
核
が
配
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
説
明
。

　

伊
江
島
で
の
核
爆
弾
投
下
（
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｓ
）
訓
練
の
た
め
の
土
地
接

収
や
、
核
弾
頭
を
積
ん
だ
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
「
ナ
イ
キ
・
ハ
ー
キ
ュ
リ

ー
ズ
」
の
誤
発
射
、
中
距
離
攻
撃

ミ
サ
イ
ル
「
メ
ー
ス
Ｂ
」
が
キ
ュ

ー
バ
危
機
の
最
中
、
中
国
に
対
し

て
発
射
さ
れ
る
寸
前
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
、
沖
縄
に
核
が
配
備
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
住
民
は
常

に
危
機
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に

あ
っ
た
と
丹
念
な
取
材
資
料
か
ら

示
し
た
。

　

松
岡
氏
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰

で
核
兵
器
は
「
す
べ
て
撤
去
」
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
も
核
持
ち
込
み
を
認

め
る
「
核
密
約
」
が
日
米
政
府
の

間
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
沖
縄

に
は
在
日
米
軍
基
地
の
大
部
分
が

置
か
れ
、
日
米
両
政
府
が
沖
縄
を

搾
取
し
続
け
る
構
造
は
一
切
変
わ

っ
て
い
な
い
と
指
摘
。

　

そ
し
て
、
日
米
両
軍
よ
り
多
い

住
民
10
万
人
超
が
犠
牲
に
な
っ
た

沖
縄
戦
が
そ
の
構
造
の
原
点
と
考

え
取
材
を
重
ね
た
結
果
、「
米
軍

の
爆
撃
に
よ
り
死
亡
し
た
住
民
」

と
さ
れ
て
い
た
写
真
が
、
実
は
映

像
が
残
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
集
団
自
決
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
住
民
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た

と
報
告
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
「
残
酷
す
ぎ
る
」

と
詳
細
が
放
送
で
き
な
か
っ
た

が
、
当
時
を
証
言
す
る
人
が
い
な

く
な
る
な
か
、
沖
縄
戦
の
凄
惨

さ
、
背
景
に
あ
る
日
本
軍
の
思
想

教
育
を
示
す
貴
重
な
証
言
写
真
と

考
え
て
い
る
と
し
て
、
沖
縄
戦
を

語
り
継
ぐ
重
要
性
を
訴
え
た
。

ＮＨＫスペシャル「沖縄と
核」を制作した松岡ディレ
クターが講演　　　　　　

　

巨
大
な
地
震
と
津
波
に
よ
り
、

１
万
５
９
０
０
人
が
命
を
亡
く
さ

れ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
東

北
地
方
の
寒
さ
の
中
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
当
時
の
苦
境
に
思
い
を

は
せ
る
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

々
と
そ
の
ご
遺
族
に
対
し
深
く
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
な
お
、
３
万
１
千
人
以
上
の

避
難
者
が
災
害
公
営
住
宅
、
全
国

の
親
戚
・
知
人
宅
等
で
不
自
由
な

暮
ら
し
を
続
け
、
近
畿
地
方
だ
け

で
も
、
い
ま
だ
多
数
の
方
々
が
生

活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
避
難
者
の

高
齢
化
と
避
難
生
活
の
長
期
化

は
、
ふ
る
さ
と
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
建
を
ま
す
ま
す
難
し
く
し
て

い
ま
す
。
被
災
地
及
び
全
国
の
避

難
者
が
生
活
を
取
り
戻
し
、
心
身

の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
の
は
国
家
の
責
任
で
す
。

　

政
府
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故

避
難
者
ら
を
対
象
と
し
た
、
医
療

・
介
護
保
険
料
の
全
額
免
除
措
置

と
医
療
費
窓
口
負
担
全
額
免
除
を

23
年
度
か
ら
段
階
的
に
打
ち
切
る

方
針
で
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
誤

り
で
す
。
ま
た
、
地
元
と
の
約
束

を
反
故
に
す
る
、
福
島
第
一
原
発

か
ら
の
汚
染
「
処
理
水
」
海
洋
投

棄
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

３
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

下
、
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
は
縮
小
さ

れ
、
加
え
て
震
災
そ
の
も
の
を
知

ら
な
い
世
代
も
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
役
割
は
、
大
震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
後
の
世
代

に
伝
え
る
こ
と
、
今
後
の
た
め
の

被
災
者
の
生
活
保
障
に
か
か
わ
る

法
制
度
整
備
、
実
際
に
被
災
し
た

地
域
や
人
々
の
実
情
に
即
し
た
、

い
っ
そ
う
重
要
性
を
増
す
地
道
な

交
流
と
活
動
の
継
続
で
す
。

　

大
災
害
の
学
習
や
生
活
要
求
を

ま
と
め
る
行
事
の
継
続
も
必
要
で

す
が
、
個
人
や
地
域
住
民
任
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
国
や
地
方
自

治
体
の
責
任
と
し
て
行
う
べ
き
で

あ
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
改
正
な
ど
を
通
じ
た
住
民
の
生

活
保
障
の
増
額
、
防
災
、
減
災
の

具
体
策
と
国
民
へ
の
啓
発
活
動
を

怠
ら
な
い
よ
う
、
求
め
続
け
ま

す
。「
災
害
列
島
」
日
本
で
は
、

誰
し
も
が
、
い
つ
被
災
者
に
な
る

と
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
」
も
遠
く
な
い
将
来
、
高

い
確
率
で
予
測
さ
れ
て
お
り
、
災

害
発
生
時
の
応
急
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
後
長
く
続
く
復
旧
と
生

活
の
再
建
は
決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
28
年

を
迎
え
、
兵
庫
協
会
は
、「
創
造

的
復
興
」
の
美
名
を
借
り
た
大
型

公
共
事
業
や
イ
ン
フ
ラ
再
開
発
で

は
な
く
、
被
災
者
・
住
民
本
位
の

生
活
再
建
と
、
支
援
制
度
の
拡
充

こ
そ
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
た
た
か
い
で
一
歩
ず

つ
、
累
次
に
わ
た
る
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
改
正
を
か
ち
と

り
、
20
年
に
は
住
宅
損
壊
率
30
％

以
上
40
％
未
満
の
「
中
規
模
半

壊
」
世
帯
へ
の
最
大
１
０
０
万
円

の
支
援
金
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
兵
庫
協
会
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
者
の
皆
さ
ん
、

被
災
地
協
会
、
保
団
連
と
全
国
の

保
険
医
協
会
の
力
を
合
わ
せ
て
、

住
民
の
暮
ら
し
、「
人
間
の
復

興
」
を
求
め
、
と
も
に
被
災
者
生

活
の
再
建
を
す
す
め
て
ゆ
く
所
存

で
す
。

談 話

理
事
長　
　

西
山
　
裕
康

被
災
者
本
位
の
復
興
を

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
12
年

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

アンケート付きリーフレット
こども医療費無料化求める署名 ご返送を！

は、３月24日まで。集まったアンケート回答用紙は３月中に協会事
務局までご返送ください。
　「こども医療費無料化」を求める署名用紙とあわせて、ご返送く
ださい。

　患者負担増の影響について聞く
「アンケート付きリーフレット」

ア
ン
ケ
ー
ト
付
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

求
め
る
署
名
用
紙　
　

　原子力規制委員会が原発の60年超の運転を認める決定を行ったことに対し、
協会は２月25日の第1166回理事会で下記声明を採択し、関係機関に送付した。

原子力規制委員会
山中　伸介　委員長
� 2023年２月25日

運転期間上限の延長を容認する
原子力規制委員会の新制度の決定に抗議する

� 兵庫県保険医協会
� 第1166回理事会

　原子力規制委員会は２月13日、原則40年、最長60年とする原発の運転期間から運
転停止期間を除外し、60年超の運転を可能にする新規制制度を盛り込んだ原子炉等
規制法の改正案を多数決で了承した。原子力政策を大きく転換する重要な決定にも
関わらず全会一致が得られず、多数決での強行であった。
　反対した石渡明委員は、地震、火山のリスクを審査する立場にあり、電力会社の
問題で審査が長引いてもその分運転期間をのばせるのはおかしいとして「審査をす
る人間としては耐えられない」と批判した。また、賛成した委員の中からも「我々
は外のペースに巻き込まれずに議論すべきだった」などの意見が出されていると報
道されている。
　原子力規制委員会設置法にもある通り、本来原子力規制委員会は、専門的な知見
に基づき中立公正の立場から、独立して職権を行使しなければならない。しかし、
今回の決定は政府の決めたスケジュールありきの強行であり、山中委員長による
「（運転期間は）経産省が決めることであり規制委は意見を述べない」といった趣
旨の発言は、原子力規制委員会の社会的使命を自ら打ち消すものだ。
　そもそも現行の40年という原則は、2011年の福島第一原子力発電所事故を受け設
けたものであり、当時は自民党・公明党も合意していたものだ。１回に限り最大20
年延長できるという規定も、当初は「例外中の例外」とされていた。
　自民党の麻生太郎副総裁が１月15日「原発事故で死者は出ていない」という旨の
発言を行い、大きな批判を浴びた際には反例として2004年に11人が死傷した美浜原
発３号機の事故などが取り上げられた。美浜原発３号機の事故も原因は、経年劣化
により減肉した配管の破損だった。経年劣化によって増える危険は、照射脆弱によ
るものだけだとする原子炉等規制法の改正案の誤りは明白であり、原発における一
般的経年劣化の影響はとても軽視できるものではない。経年劣化により原発施設内
のあらゆる施設・設備が老朽脆弱化するもとで、その全てを予測し、安全性を精査
し、リスク管理を行うのは至難の業だ。予測不能な経年劣化を抱えた原発を延々と
稼働させることは、国民のいのちと健康を危険にさらすことに他ならない。
　また、今回の方針で、運転期間上限の規制管理権限が、原子力規制委員会の所管
である原子炉等規制法から、経済産業省の所管する電気事業法に「移管」されるこ
とも無視できない。今後この規制が、原発を推進する立場の経済産業省のもとで、
公正に運用されるとは到底信じ難い。
　われわれはいのちと健康を守る医療者として、今回の新規制制度案の多数決での
強行に抗議し、これを撤回することを求める。また政府に対し、運転期間上限延長
や原発の新増設の方針を盛り込んだ「GX（グリーン・トランスフォーメーション）
実現に向けた基本方針」の閣議決定を撤回し、「原発活用」の企てをただちに放棄
することを求める。

抗議声明

核配備は危機と隣り合わせ
近畿反核医師懇談会「沖縄と核」

日米両政府に搾取されつづける沖縄

配
備
へ
の

抵
抗
は
少

な
か
っ
た

こ
と
か

ら
、
米
国

と
日
本
政

府
の
利
害

が
一
致

し
、
沖
縄

３月中に
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
な
か
で
の
病

院
や
入
所
施
設
の
面
会
を
め
ぐ
り
、
政
府
が
昨
年
11

月
、
対
面
で
の
面
会
を
検
討
す
る
方
向
に
方
針
を
改

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
２
月
に
病
院
や
介
護

施
設
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
ほ
ぼ
全

て
の
病
院
・
介
護
施
設
で
面
会
制
限
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
緩
和
に
向
け
て
は
具
体
的
指
針
の
策
定
と

と
も
に
、
補
助
金
や
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
抜
本

的
な
増
額
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

（
前
号
既
報
）。
調
査
結
果
の
詳
細
を
掲
載
す
る
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の

病
院
・
施
設
で
面
会
制
限

　

「
面
会
を
制
限
し
て
い
ま
す

か
」
と
の
問
い
に
、
病
院
で
１
０

０
％
、
介
護
施
設
で
99
・
１
％
が

「
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

院
内
・
施
設
内
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
発
生

に
つ
い
て
、「
入
院
患
者
に
発
生

し
た
」
と
回
答
し
た
病
院
は
全
体

の
84
・
２
％
、「
入
所
者
に
発
生

し
た
」
と
回
答
し
た
介
護
施
設
は

全
体
の
79
・
４
％
に
上
っ
た
。
ま

た
、「
従
業
員
に
発
生
し
た
」
と

の
回
答
は
病
院
、
介
護
施
設
で
そ

れ
ぞ
れ
86
・
８
％
、
77
・
６
％
に

達
し
た
。
面
会
制
限
の
背
景
に

は
、
院
内
・
施
設
内
で
の
感
染
者

発
生
率
が
高
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
う
か
が
え
る
。

　

面
会
制
限
の
内
容
に
つ
い
て

は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
会
」

が
病
院
・
施
設
と
も
に
50
％
を
超

え
て
い
た
。
ま
た
、
病
院
で
は
39

・
５
％
が
面
会
を
原
則
禁
止
と
し

て
お
り
（
上
図
）、
時
間
や
人
数

だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
接
触
を

禁
止
す
る
厳
し
い
措
置
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
従
業
員
や

患
者
・
入
所
者
を
感
染
か
ら
守
ろ

う
と
す
る
病
院
・
施
設
の
厳
格
な

姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

県
内
市
町
の
２
０
２
３
年
度
の

当
初
予
算
案
が
明
ら
か
に
な
り
、

多
く
の
市
町
で
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

報
道
と
協
会
調
査
に
よ
る
と
、

３
月
７
日
現
在
ま
で
に
17
市
町
で

拡
充
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
（
表

２
）。

　

特
に
、
医
療
費
無
料
の
範
囲
を

高
校
生
世
代
ま
で
拡
充
す
る
市
町

が
多
く
、
こ
の
予
算
案
が
実
現
す

れ
ば
、
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料

と
す
る
制
度
を
持
つ
市
町
は
36
市

町
と
県
内
の
87
％
に
広
が
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
入
院
だ
け

で
な
く
、
通
院
も
無
料
と
し
て
い

る
市
町
は
27
市
町
と
全
体
の
65
％

と
な
っ
た
（
表
１
）。

　

２
０
１
５
年
度
ま
で
高
校
生
世

代
の
医
療
費
を
無
料
と
す
る
市
町

は
な
か
っ
た
が
、
運
動
を
受
け
10

年
弱
で
県
内
市
町
の
９
割
に
ま
で

無
料
化
が
広
が
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
助
成
対
象
が

低
所
得
者
に
限
ら
れ
て
い
た
尼
崎

市
で
は
、
未
就
学
児
の
所
得
制
限

が
撤
廃
さ
れ
、
２
年
連
続
で
制
度

が
改
善
す
る
見
込
み
だ
。

　

こ
の
間
、
協
会
は
こ
ど
も
医
療

費
助
成
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の

福
祉
医
療
制
度
を
毎
年
調
査
し
、

結
果
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
活

用
し
な
が
ら
、
各
地
の
社
会
保
障

推
進
協
議
会
（
社
保
協
）
な
ど
で

は
、
請
願
署
名
や
街
頭
宣
伝
活
動

な
ど
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

拡
充
を
求
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

た
と
え
ば
尼
崎
社
保
協
で
は
２

０
２
１
年
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
て
請
願
署

名
に
取
り
組
み
、
昨
年
11
月
に
は

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

か
か
げ
る
市
長
の
当
選
に
つ
な
が

り
、
制
度
を
前
進
さ
せ
て
い
る
。

統
一
地
方
選
で

県
内
ど
こ
で
も
18
歳
ま
で
無
料
に

　

一
方
で
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料

化
に
後
ろ
向
き
な
自
治
体
も
存
在

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
無
料
に

す
る
と
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え

て
医
療
費
が
増
え
る
」「
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
が
起
こ
る
」
な
ど
を
あ

げ
る
。

　

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
は
、

「
一
般
的
に
休
日
や
夜
間
の
時
間

帯
に
お
け
る
…
軽
症
患
者
の
行

動
」（W

ikipedia

よ
り
）
と
さ
れ

る
が
、
医
療
費
無
料
化
が
広
が
っ

て
も
各
地
の
休
日
・
夜
間
診
療
所

の
受
診
者
数
は
増
え
て
い
な
い
こ

と
は
協
会
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
疾
病
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
重
要
で
あ
り
、
受
診

が
必
要
と
感
じ
た
時
に
お
金
の
心

配
な
く
医
療
機
関
が
受
診
で
き
る

こ
と
を
、「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と

称
し
て
批
判
す
る
の
は
誤
り
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
患
者
負
担
に
よ
り

経
済
的
に
裕
福
で
な
け
れ
ば
医
療

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
制
度
こ
そ

「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
は
「
無

料
」
だ
か
ら
で
は
な
く
「
必
要
」

だ
か
ら
受
診
す
る
の
で
あ
り
、
金

銭
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
な
く
す
べ
き

で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
本
来
は
国
の
責
任
に

お
い
て
全
国
一
律
、
窓
口
負
担
は

無
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
実

現
を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
・
各

市
町
が
先
行
し
て
無
料
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

４
月
に
迫
る
統
一
地
方
選
挙

は
、
各
自
治
体
の
こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
だ
。
制
度
拡
充
に
前

向
き
な
首
長
や
議
員
を
当
選
さ

せ
、
県
内
の
18
歳
ま
で
の
医
療
費

完
全
無
料
化
を
実
現
さ
せ
よ
う
。

　

た
だ
、
家
族
感
情
へ
の
配
慮
な

ど
か
ら
健
康
状
態
悪
化
や
看
取
り

の
場
合
、
病
院
の
73
・
７
％
、
介

護
施
設
の
82
・
２
％
で
面
会
制
限

を
緩
和
し
て
い
る
。

面
会
制
限
は

緩
和
す
べ
き
だ
が
…

　

患
者
・
入
所
者
、
あ
る
い
は
そ

の
家
族
と
の
間
で
面
会
を
巡
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
か
聞
い
た
と

こ
ろ
、
病
院
の
約
29
・
０
％
、
介

護
施
設
の
15
・
０
％
が
「
あ
っ

た
」
と
回
答
。

　

具
体
的
に
は
、「
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
面
会
制
限
し
て
い
る

が
、
家
族
等
か
ら
『
職
員
か
ら
の

感
染
も
あ
る
だ
ろ
う
』
と
言
わ
れ

た
」「『
い
つ
ま
で
こ
う
し
た
制
限

を
続
け
る
の
か
』『
時
間
、
回
数

を
増
や
せ
な
い
か
』
と
の
声
が
家

族
等
か
ら
上
が
っ
て
い
る
」
な

ど
、
面
会
制
限
の
緩
和
を
求
め
る

家
族
な
ど
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。

　

今
後
の
面
会
制
限
に
つ
い
て
病

院
の
57
・
９
％
、
施
設
の
61
・
７

％
が
「
緩
和
し
て
い
く
べ
き
」
と

回
答
し
た
。

　

「
緩
和
し
て
い
く
べ
き
」
と
回

答
し
た
病
院
、
施
設
に
そ
の
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
面
会
制
限
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
で
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下

や
認
知
症
悪
化
、
不
穏
な
ど
の
悪

影
響
が
増
大
し
て
い
る
た
め
」

「
内
服
薬
に
よ
る
治
療
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
症
状
が
軽
減
し
て
い
る

か
ら
」「
５
類
に
変
更
さ
れ
る

と
、
今
ま
で
と
同
じ
制
限
と
い
う

の
は
難
し
い
。
施
設
で
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
も
同
時
に

緩
め
る
べ
き
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

一
方
、「
制
限
を
続
け
る
べ

き
」
と
回
答
し
た
病
院
や
施
設
か

ら
は
、「
５
類
に
変
更
に
な
っ
て

も
感
染
力
に
変
化
は
な
く
、
今
ま

で
通
り
の
感
染
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
感
染
拡
大
し
た

際
、
職
員
の
負
担
が
大
き
い
」
な

ど
の
意
見
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

面
会
の
緩
和
が
必
要
だ
と
考
え

て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
や
国
や

自
治
体
に
よ
る
指
針
の
あ
い
ま
い

さ
な
ど
に
よ
り
、
す
ぐ
に
緩
和
に

は
動
け
な
い
現
場
の
苦
悩
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

抜
本
的
引
き
上
げ
を

　

面
会
制
限
緩
和
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
国
や
自

治
体
に
よ
る
具
体
的
指
針
の
策

定
」
が
58
・
６
％
で
最
も
多
く
、

「
補
助
金
の
増
額
」（
46
・
９

％
）、「
診
療
・
介
護
報
酬
引
き
上

げ
」（
45
・
５
％
）
と
続
い
た
。

「
分
類
見
直
し
の
方
針
は
出
て
き

て
い
る
が
、
高
齢
者
施
設
は
ど
う

す
る
べ
き
か
。
国
や
県
に
は
、
面

会
も
含
め
具
体
的
指
針
を
策
定
願

い
た
い
」「
赤
字
運
営
の
改
善
と

処
遇
改
善
が
急
が
れ
ま
す
」「
た

だ
で
さ
え
介
護
士
不
足
な
の
に
、

ク
ラ
ス
タ
ー
が
広
が
る
状
況
な
の

で
、
さ
ら
に
職
場
環
境
が
悪
化
し

離
職
率
が
高
ま
り
不
人
気
な
職
業

に
な
る
」
な
ど
具
体
的
な
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
、
協
会

は
「
社
会
全
体
を
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
』
に
向
か
わ
せ
な
が
ら
、
命
と

健
康
に
直
結
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
グ

ル
ー
プ
を
か
か
え
る
病
院
や
介
護

施
設
に
『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』、
ま

し
て
や
『
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
』
を
強
い

る
べ
き
で
な
い
」「
政
府
や
自
治

体
は
、
最
新
の
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
、
面
会
に
関
す
る
感
染
対

策
や
隔
離
期
間
等
の
具
体
的
指
針

を
早
急
に
作
成
し
、
広
く
周
知
す

べ
き
で
あ
る
」
等
の
見
解
を
ま
と

め
た
。

　

引
き
続
き
、
国
や
自
治
体
に
対

し
、
治
療
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

公
的
補
助
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
、

診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
抜
本
的

引
き
上
げ
を
求
め
て
い
く
。

中
３
ま
で
所
得
制
限
な
し
無
料
６
割
に

新年度予算案 こども医療費無料 病院・介護施設の面会制限に関する調査結果・詳報

人員不足が壁に面会
緩和

図　面会制限の内容【複数回答可】

表１　23年度当初予算案をもとにした県内こども医療費
無料の市町の状況　　　　　　　　　　　

表２　市町の助成拡充内容（23年度
予算案時点）　　　　

〈アンケ―トの概要〉
対　　象：県内病院311件、
介護施設885件
有効回答：病院38件・回収
率12.２％、介護施設107件・
回収率12.１％
実施期間：2023年２月３日
～２月13日

※中３まで無料制度なし　１市　神戸市
※低所得世帯のみ　　　　３市　�尼崎市・三田市・

豊岡市

〇中３まで所得制限なしで無料 21市町→24市町 58％へ

〇高校生の無料制度 28→36市町 87％へ
　通院・入院無料　 16→27市町 65％へ
※高校生まで無料未実施　５市町
　西宮市・芦屋市・宝塚市・猪名川町・豊岡市

・�高校生まで通院・入院無料� �
（所得制限なし）：高砂市・丹波市
・市川町・太子町・養父市�
（所得制限あり）：相生市・洲本市
・淡路市・南あわじ市・朝来市

・�中３までの所得制限撤廃・高校生の
入院無料化（所得制限なし）：伊丹
市・川西市

・�高校生の入院無料化（所得制限あ
り）：上郡町

・�多子世帯（３人以上）は18歳まで通
院・入院無料：姫路市

・�未就学児を無料（所得制限なし）：
尼崎市

・18歳まで通院助成拡充：神戸市

・小学３年生まで無料：豊岡市

有
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兵
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６
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先
生
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科

２
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日　

享
年
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窪
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介
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生
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市　

歯
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２
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申
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※�予算案をもとにしており、今後追加・変
更の可能性がある
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歯
科
部
会
は
１
月
22
日
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
例
研

究
会
「
臨
床
に
活
か
す
デ
ン
タ
ル

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
～
撮
る
、
読
む

を
極
め
る
～
」
を
開
催
。
斎
田
寛

之
先
生
（
埼
玉
県
・
斉
田
歯
科
医

院
）
を
講
師
に
、
55
人
（
来
場
20

人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
35
人
）
が
参
加
し

た
。
楠
雅
博
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

　

質
の
高
い
診
断
、
治
療
に
は
、

質
の
高
い
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ご
講
演
で
し
た
。

　

ま
ず
「
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
を
撮
る
」
か
ら
始
ま
り
、
適

切
な
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
写
真

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
撮
影

に
あ
た
っ
て
必
要
な
機
械
、
器

具
、
装
備
、
さ
ら
に
位
置
付
け
、

撮
影
手
順
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
だ
わ
り
は

い
わ
か
り
や
す
く

解
説
、
そ
の
後
、

骨
欠
損
の
み
か

た
、
歯
周
病
の
進

行
性
の
み
か
た
、

動
揺
歯
の
み
か

た
、
急
性
炎
症
の

み
か
た
、
エ
ン
ド

ぺ
リ
オ
の
み
か

た
、
セ
メ
ン
ト
質

剥
離
、
歯
根
破
折

新
鮮
な
驚
き
で
し
た
。
こ
こ
ま
で

や
る
の
だ
、
こ
こ
ま
で
し
な
い
と

規
格
性
の
あ
る
正
確
な
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
は
撮
れ
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
「
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
を
読
む
」
と
い
う
内
容

で
、
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
写
真

で
見
え
て
く
る
正
常
像
の
解
説
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
次
元
で
撮
ら
れ
た
写

真
を
３
次
元
的
に
読
む
た
め
の
偏

心
投
影
に
つ
い
て
も
、
模
型
を
使

の
前
兆
、
カ
リ
エ
ス
の
み
か
た
と

臨
床
例
を
入
れ
な
が
ら
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
質

と
同
様
の
高
い
質
の
臨
床
に
感
服

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
２
次
元
で
撮
ら
れ
た

写
真
を
３
次
元
的
に
読
む
、
見
え

る
も
の
隠
さ
れ
る
も
の
に
注
意
し

な
が
ら
診
断
す
る
。
そ
の
た
め
に

は
質
の
高
い
、
規
格
性
の
高
い
デ

ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
が
必
要

で
あ
る
。
デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線

写
真
の
撮
り
方
、
読
み
方
に
こ
だ

わ
り
な
が
ら
臨
床
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

と
て
も
参
考
に
な
る
素
晴
ら
し

い
ご
講
演
で
し
た
。
斎
田
寛
之
先

生
が
監
修
さ
れ
た
ク
イ
ン
テ
ッ
セ

ン
ス
出
版
『
臨
床
に
活
か
す
！　

デ
ン
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
写
真　

撮

る
・
読
む
・
診
る
を
極
め
る
』
は

お
薦
め
で
す
。

【
淡
路
市
・
歯
科　
楠
　
　
雅
博
】

オンライン資格確認義務化などの情勢含め
あいさつする西山裕康理事長（左２人目）

貸
借
契
約
期
間
の
定
め
方
、
原
状

回
復
、
契
約
す
る
際
の
注
意
点
、

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
の
損
害
賠

償
な
ど
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
労
使
問
題
に
つ
い
て
は
、

勤
務
医
特
有
の
労
働
観
、
労
働
状

況
に
関
す
る
実
際
の
医
療
現
場
で

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
し

ま
し
た
。

　

開
業
医
の
方
に
と
っ
て
読
み
や

す
く
、
役
に
立
つ
書
籍
を
め
ざ

し
、
今
後
、
体
裁
や
内
容
を
整
え

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
２
月
22
日
に
東
京
保
険

医
協
会
が
提
訴
し
た
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等

　

協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
、
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
、
開

業
保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療

法
制
研
究
会
。
２
月
16
日
、
42
回

目
の
研
究
会
を
協
会
会
議
室
で
開

催
し
、
６
人
が
参
加
し
た
。

　

清
田
美
夏
弁
護
士
の
報
告
を
紹

介
す
る
。

　

今
回
は
、
ま
ず
開
業
医
向
け
の

書
籍
の
内
容
に
関
し
て
、「
建
物

の
賃
貸
借
契
約
締
結
に
あ
た
っ
て

の
注
意
点
・
内
装
や
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
注
意
点
」「
労
使
問
題
」

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

賃
貸
借
問
題
に
つ
い
て
は
、
賃

請
求
訴
訟
」
の
訴
状
案
を
も
と

に
、
今
後
制
度
の
是
非
を
問
う
た

め
の
有
効
な
裁
判
と
な
る
た
め
に

原
告
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
が
適

切
か
、
侵
害
さ
れ
る
憲
法
上
の
権

利
の
内
容
等
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

　

政
府
は
２
０
２
４
年
秋
に
は
現

行
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

困
難
、
あ
る
い
は
導
入
へ
の
負
担

を
き
っ
か
け
と
し
て
廃
業
の
危
機

に
追
い
込
ま
れ
る
医
院
も
多
数
出

て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
お

り
、
国
民
の
医
療
を
受
け
る
権
利

を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ず
、
法
的
な
課
題
を
今
後
も

検
討
し
ま
す
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

　

弁
護
士�

清
田
　
美
夏
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
制
度

義
務
化
は
、
医
療
機

関
が
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
管
理
に
あ
た
り

経
済
的
な
負
担
を
負

う
も
の
で
あ
り
、
そ

の
他
情
報
漏
洩
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

も
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
な
ど
多
く
の
問

題
を
含
ん
で
い
ま

す
。
制
度
の
導
入
が

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
撮
り
方
・
読
み
方
に

こ
だ
わ
ろ
う
と
語
っ
た
斎
田
先
生　
　
　

エックス線写真を
３次元的に読む

感
想
文

歯科保険請求
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〈歯冠補綴時色調採得検査（色調）〉
Ｑ１　歯冠補綴時色調採得検査（色
調）の算定要件は。
Ａ１　色調は、前歯における前装
MC、レジン前装チタン冠、HJC、
CAD/CAM冠の製作にあたり、印象
またはブリッジの試適を行った日
に、隣接歯または対合歯など色調比
較が可能な歯と色調見本を同時に、
色調が確認できる適切な倍率でカラ
ー写真撮影した場合に算定します。
ただし、隣接歯等に歯冠補綴物が装

着されているなど天然歯でない場合
は算定できません。
　撮影した口腔内カラー写真は、カ
ルテに添付またはデジタル撮影した
画像を電子媒体に保存・管理し、歯
科技工指示書にも添付（電子媒体の
添付も可）します。
　複数歯を同時に製作する際に同一
画像内に対象歯、色調見本および隣
接歯が入る場合は、補綴する歯数に
かかわらず１枚として算定します。

〈歯科におけるインボイス制度〉
Ｑ２　10月１日からインボイス制度
が導入されるが、インボイスの発行
を受けなければ消費税の仕入れ税額
控除が受けられないと聞く。歯科で
も出入りの歯科技工所に必ず提出を
求めるべきか？
Ａ２　いいえ。ほとんどの歯科医療
機関は消費税の免税事業者もしくは
簡易課税事業者で、仕入れ税額控除
は行わないため、歯科技工所など取
引先からインボイスを得る必要はあ
りません。
　課税売上1,000万円以下の免税事
業者にインボイスの発行を求めれ
ば、その業者は課税事業者になる必
要が出てきます。歯科技工所のよう
な零細業者にとっては大増税となり

廃業の恐れも出てきますので注意し
てください。
　自費売上が、1,000万円以下の大
多数の先生は免税事業者です。
1,000万超5,000万円以下の先生も届
出により簡易課税が適用されます。
　5,000万円を超える場合でも、相
手が個人の患者でインプラントの自
費診療などが多くを占める場合はイ
ンボイス発行事業者の登録は必要あ
りません。むしろ、インボイス発行
を取引の条件として値引き交渉など
を行えば、独禁法にふれるおそれが
あり注意が必要です。歯科技工所な
ど取引先に負担をかけないよう十分
注意してください。

歯科定例研究会

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

撤
回
訴
訟
　
法
的
課
題
を
検
討

保
険
診
療
法
制
研
究
会

報 告

兵庫県保険医協会国際部・福岡県歯科保険医協会共催オンラインセミナー

医療関係者のための「やさしい日本語」実地研修会

文化部　環境・公害対策部共催　春のウォーキング企画
武庫川渓谷を歩く

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 または
�  konishi-s@doc-net.or.jpまでご連絡ください

日　時　４月２日（日）
コース　�10時JR西宮名塩駅集合→廃線跡→親水広場
　　　　→14時30分頃JR武田尾駅解散予定（約6.4km）
持ち物　懐中電灯、お弁当、水筒、雨具（少雨時）
お　話　協会環境・公害対策部員　法西浩先生（西宮市）
定　員　30人　　参加費　無料　※少雨決行

最近外国の患者さんが増えています。
やりとりに困った経験はありませんか？
そんな時は英語？いいえ、一番役立つのは
「やさしい日本語」です。
外国の方とのロールプレイで、「やさしい
日本語」を使った医療現場でのやりとりを
練習してみましょう！

日　時 ３月26日（日）14時～16時30分
会　場 オンライン＆兵庫協会会議室＆福岡歯科協会会議室
※�オンライン参加はマイクとカメラが必要です（スマートフォンでも
OK）ので、各自でご準備をお願いいたします。

対象・定員　医師・歯科医師、医療関係者　20人（先着順）

プログラム　「やさしい日本語」についてのミニレクチャー／ロールプ
レイ①「捻挫」／ロールプレイ②「歯科」
※�日本語を第一言語としない方を患者役に、院内でよく使う言葉を「や
さしい日本語」でどう表現するか、練習します。

「やさしい日本語」とは：難しい言葉をやさしい言葉に言い換えるなど、い
くつかのコツがあり、外国の方だけでなく高齢者や障害のある方とのコミュ
ニケーションでも役立ちます。

…ネンザ…？

軽い捻挫ですね
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「
オ
ッ
ト
ー
と

い
う
男
」

白岩一心
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ホイホイ漫画�
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

気のせい

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

特別金利キャンペーン実施中！

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2023年３月１日現在

　

映
画
「
オ
ッ
ト
ー
と
い
う

男
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

主
人
公
オ
ッ
ト
ー
を
演
じ
る

の
は
、「
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

ス
パ
イ
」「
ハ
ド
ソ
ン
川
の
奇

跡
」
な
ど
の
人
気
作
品
を
は
じ

め
、
２
度
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主

演
男
優
賞
に
輝
く
ト
ム
・
ハ
ン

ク
ス
さ
ん
。
世
界
中
で
親
し
ま

れ
る
彼
が
、
正
義
派
、
市
民
派

の
役
柄
か
ら
脱
却
し
て
、
嫌
わ

れ
者
を
演
じ
切
り
ま
す
。

　

監
督
は
「
プ
ー
と
大
人
に
な

っ
た
僕
」
の
マ
ー
ク
・
フ
ォ
ー

ス
タ
ー
さ
ん
が
指
揮
を
執
り
ま

す
。
原
作
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

発
の
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
「
幸
せ
な
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」

で
す
。
同
タ
イ
ト
ル
で
２
０
１

５
年
に
映
画
化
さ
れ
、
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
・
外
国
語
映

画
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ッ
ト
ー
は
、
町

中
の
嫌
わ
れ
者
で
、

い
つ
も
ご
機
嫌
斜

め
。
理
屈
に
合
わ
な

い
こ
と
や
曲
が
っ
た
こ
と
が
大

嫌
い
で
、
近
所
中
を
毎
日
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
社
会
的

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
に
は
、

必
ず
説
教
三
昧
、
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
て
も
常
に
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

の
し
か
め
っ
面
、
野
良
猫
に
は

八
つ
当
た
り
な
ど
、
な
ん
だ
か

面
倒
で
近
寄
り
が
た
い
存
在

…
。
そ
れ
が
《
オ
ッ
ト
ー
と
い

う
男
》。

　

そ
ん
な
彼
が
人
知
れ
ず
抱
え

て
い
た
孤
独
。
最
愛
の
妻
に
先

立
た
れ
、
仕
事
も
失
い
、
自
ら

の
人
生
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
と
う

と
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
向

か
い
の
家
に
越
し
て
き
た
家
族

に
邪
魔
さ
れ
、
死
に
た
く
て
も

死
ね
ま
せ
ん
。
何
度
も
未
遂
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
迷
惑
一
家
の
出
現
で
、

「
自
ら
人
生
を
あ
き
ら
め
よ
う

と
し
て
い
た
オ
ッ
ト
ー
」
の
人

生
は
一
変
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
家
の
妻
・
マ
リ
ソ
ル
は
、

世
間
知
ら
ず
で
す
が
陽
気
で
人

懐
っ
こ
く
、
お
節
介
な
部
分
を

持
ち
、
オ
ッ
ト
ー
と
は
か
な
り

違
う
性
格
で
、
幼
い
娘
た
ち
の

子
守
り
や
苦
手
な
車
の
運
転
を

平
気
で
頼
ん
で
き
ま
す
。
微
笑

ま
し
い
シ
ー
ン
で
す
。

　

役
ど
こ
ろ
は
、
今
ま
で
と
全

く
違
い
ま
す
が
、
や
は
り
ト
ム

・
ハ
ン
ク
ス
さ
ん
の
演
技
に
ど

ん
ど
ん
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま

す
。「
命
の
尊
厳
」「
年
老
い
て

い
く
孤
独
感
」「
最
愛
の
妻
を

失
う
喪
失
感
」
を
、
見
事
に
熱

演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

�

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】
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地
方
自
治
体
の
ゴ
ミ
袋
有
料
化
と

廃
棄
物
の
減
量
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

丹
波
市　
　

眞
田
　
幸
昭

　

こ
の
た
び
、
政
府
は
防
衛
費
の

増
額
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
防
衛

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
何
か
ら
何

を
守
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
他
国

の
脅
威
か
ら
、
国
土
と
国
民
の
命

と
財
産
を
守
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
国
民
の
情
報
を

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
社
会
に
さ
ら
け
出
す
危
険
に
対

し
て
は
各
自
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る

と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
国
家
防

衛
の
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と

　

私
が
居
住
す
る
丹
波
市
は
、
瀬

戸
内
海
に
流
れ
る
加
古
川
と
、
日

本
海
に
そ
そ
ぐ
由
良
川
の
分
水
嶺

に
位
置
す
る
町
で
、
南
北
に
は
子

午
線
も
通
っ
て
お
り
、
日
本
列
島

の
中
心
部
分
に
あ
た
る
。
古
く
は

徳
川
家
光
の
乳
母
・
お
福
、
後
の

春
日
局
の
出
身
地
で
も
あ
る
。

ゴ
ミ
袋
半
額
化
の
公
約

　

そ
の
丹
波
市
が
、
２
０
２
０
年

の
市
長
選
挙
以
来
、
ゴ
ミ
袋
問
題

で
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。
80
円
し
て

い
た
ゴ
ミ
袋
の
価
格
を
半
額
に
す

る
公
約
を
掲
げ
た
元
市
議
会
議
長

の
林
時
彦
氏
が
、
前
職
を
破
っ
て

当
選
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
公

約
に
市
民
に
一
律
５
万
円
給
付
と

い
う
バ
ラ
マ
キ
政
策
も
あ
っ
た
の

で
、
前
職
を
応
援
し
て
い
た
多
く

の
市
会
議
員
が
議
会
で
反
旗
を
翻

し
た
の
で
あ
る
。

　

２
０
２
１
年
６
月
の
市
議
会

で
、
バ
ラ
マ
キ
の
方
は
非
課
税
所

得
所
帯
に
限
っ
て
２
万
円
の
商
品

券
に
修
正
し
て
何
と
か
可
決
さ
れ

た
が
、
ゴ
ミ
袋
半
額
案
は
否
決
さ

れ
て
、
尾
を
引
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
一
方
、
現
金
給
付
も

岸
田
内
閣
の
政
策
に
一
本
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

地
元
の
丹
波
新
聞
で
も
、
ゴ
ミ

袋
問
題
に
は
大
変
注
目
し
て
お

り
、
足
立
智
和
記
者
が
３
回
に
わ

た
っ
て
、
ト
ッ
プ
記
事
で
取
り
上

げ
て
い
た
。
半
額
化
案
に
反
対
す

る
議
員
の
中
に
は
、
ゴ
ミ
袋
の
値

段
を
下
げ
る
と
ゴ
ミ
が
増
え
る
、

と
主
張
す
る
議
員
も
い
た
の
で
、

こ
の
記
事
の
具
体
的
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
、
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
が
ゴ

ミ
減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
統
計
学
的
に
検
証
し
て
み
た
。

　

兵
庫
県
の
市
町
は
、
ゴ
ミ
袋
の

価
格
を
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る

学
校
教
育
の
な
か
で
、
分
別
の
徹

底
化
な
ど
一
層
の
意
識
改
革
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て

い
る
。
ゴ
ミ
袋
の
価
格
決
定
は
、

そ
の
自
治
体
の
予
算
規
模
や
広
域

処
理
か
否
か
、
首
長
の
理
念
な
ど

に
よ
り
変
動
す
る
。

　

地
域
の
中
で
、
ゴ
ミ
を
捨
て
た

り
、
分
別
し
た
り
す
る
営
み
は
、

こ
の
上
な
く
社
会
的
行
為
で
あ

り
、
人
々
の
生
活
の
日
常
的
集
約

な
の
で
、
一
括
り
に
統
計
学
的
な

切
り
口
だ
け
で
評
価
で
き
な
い

が
、
地
方
自
治
体
が
今
後
の
ご
み

問
題
に
取
り
組
む
う
え
で
、
ぜ
ひ

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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文
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29
市
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波

の
立
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丹
波
新
聞
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０
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２
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・
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、
２
・
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、
２
・
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、
丹
波

市
議
会
だ
よ
り
「
た
ん
ば
り
ん

ぐ
」
丹
波
市
議
会
68
号
２
０
２
２

・
１

か
と
い
う
と
、
大
き
く
分
け
て
、

①
指
定
袋
な
し
、
②
ご
み
処
理
費

を
上
乗
せ
し
て
有
料
、
③
ご
み
処

理
費
を
上
乗
せ
せ
ず
有
料
と
い
う

３
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
の
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
一
般
ゴ
ミ
排
出
量
と
ゴ
ミ

袋
の
価
格
の
関
係
性
を
評
価
し

た
。
事
業
性
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

別
途
、
産
業
廃
棄
物
を
規
制
す
る

制
度
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
検
討

か
ら
は
除
外
し
た
。

ゴ
ミ
排
出
量
と
ゴ
ミ
袋
価
格

　

表
は
、
ゴ
ミ
総
排
出
量
と
ゴ
ミ

袋
価
格
を
、
公
表
し
て
い
る
自
治

体
に
限
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た

（
図
１
・
２
）。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
総
排

出
量
、
生
活
系
ゴ
ミ
排
出
量
と

も
、
い
ず
れ
も
ゴ
ミ
袋
価
格
と
は

相
関
し
て
い
な
い
（p

〉0.05

）。

　

従
っ
て
、
ゴ
ミ
袋
の
価
格
を
上

げ
れ
ば
ゴ
ミ
が
減
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
地
域
の
取
り
組
み
や

と
同
一
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
時
か
ら
恐
れ
て
い
た
事
態

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主

役
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

情
報
の
集
約
化
で
す
。
当
初
、
運

転
免
許
証
も
集
約
し
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
反
対
が
あ
っ
て
実

現
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
今
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
医
療
機
関
に
矛
先

を
向
け
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
は
ま
さ
に

火
事
場
泥
棒
の
所
業
で
す
。

　

そ
も
そ
も
現
在
の
国
民
皆
保
険

制
度
は
戦
後
復
興
の
基
盤
づ
く
り

に
役
立
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
世
界
有
数
の
経
済
大
国
と
な

っ
た
日
本
を
下
支
え
し
て
き
た
こ

と
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
制
度
を
崩
壊
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

健
康
保
険
制
度
は
ど
こ
の
医
療

機
関
で
も
同
一
の
治
療
内
容
と
費

用
が
保
証
さ
れ
、
国
民
に
【
安
心

し
て
健
康
を
守
れ
る
】
こ
と
を
保

障
し
て
き
た
制
度
で
も
あ
り
権
利

だ
っ
た
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
情
報
の
一
元
化
は
、

そ
の
【
国
民
の
安
心
】
を
脅
か
す

こ
と
と
な
る
の
で
す
。

　

健
康
保
険
証
の
提
示
で
医
療
を

受
け
る
権
利
は
【
国
民
の
権
利
】

で
す
。
か
り
に
戦
争
や
テ
ロ
が
起

き
な
い
と
し
て
も
、
日
本
は
地
震

大
国
で
す
。
通
信
網
が
断
裂
す
る

と
直
接
の
被
害
だ
け
で
は
な
く
、

遠
隔
地
の
医
療
も
中
断
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
紙
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
媒
体
に
よ
る
健
康
保
険
証
は

絶
対
に
な
く
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

全
国
の
保
険
医
協
会
は
保
険
証

を
守
る
運
動
と
し
て
、
裁
判
は
も

ち
ろ
ん
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
国
民
に
こ
の
権
利
を
守
る
運
動

を
呼
び
か
け
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
。

『健康保険証を
� 守れ！』
川西市・歯科　　島津　俊二

表　ゴミ袋価格とゴミ排出量

図１　ゴミ袋価格と廃棄物
　　総量（１人１日）

図２　ゴミ袋有料化と廃棄物総量
　　　　　　　　　　（１人１日）

自治体 価格（円） 総量（gr） 生活系（gr）

１ 80 750 564

２ 45 983 692

３ 40 1026 647

４ 45 944 650

５ 52 987 640

６ 35 817 570

７ 25 792 556

８ 60 862 640

９ 33 938 636

10 60 888 659

11 44 1147 701

12 25 845 652

13 30 738 453

14 10 965 662

（１人１日あたり）
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有料(n=14)
処理費上乗せあり 処理費上乗せなしなし(n=9)

有料(n=6)
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株式会社T style　代表取締役・歯科衛生士 十時　裕子先生講演

質の高い歯科衛生士業務の実践
～院内で取り組む歯周基本治療からSPTの要点～

本研究会への想い
　2021年は、「成果を上げる歯周治
療とSPTの実践～患者マネジメント
とチーム連携の重要性～」というテ
ーマで歯周治療に関わる要点をダイ
ジェスト版で講演させていただい
た。今回は内容をさらに掘り下げ、
基本から応用まで、質の高い歯科衛
生士業務を忠実に実践していただく
秘訣についての講演となった。
　歯科医師と歯科衛生士が連携して
チームで取り組む歯周治療のポイン
トについて、ぜひ、院内での歯周治
療やリコール継続の再考としても参
考にしていただけると幸いである。

歯科衛生士の仕事の可能性
　私たち歯科医療人は、日頃から患
者さんのモチベーションを高めて良
質な歯科医療に理解を示してもらう
ことを発信する立場である。このた
め、まずは自身の仕事へのモチベー
ションやライフワークバランスを整
え、パフォーマンスの高い仕事がで
きるためにも自身のセルフコントロ
ールが重要である。
　本講演では歯科衛生士のライセン
スを仕事でどのように活かすか？　
仕事に対する可能性を自身の経験談
を用いて伝えた。歯科衛生士の仕事
は、資料採取、各種検査、スケーリ
ング、PMTC、SRPというような施
術に関する仕事と、口腔衛生指導や
患者教育・各種説明などといった患

者モチベーションやコミュニケーシ
ョンに関する仕事に分かれる。これ
らについてバランスよくスキルの研
鑽を行い、臨床に活かしていけるか
で質や臨床の内容も大きく変わる。

歯周治療の流れと要点確認
　歯科医院に来院される患者さんの
主訴は、歯周病に関連することだけ
でなく、様々である。そのため、初
回の医療面接の段階から患者の治療
に対する想いを十分にヒアリングす
ることが重要で、治療に対する協力
度や理解度も変わるため、信頼関係
の構築が重要となる。
　患者マネジメントは初診時の医療
面接や口腔衛生指導から始まり、現
在の病態への理解や原因の解決に結
びつくような患者教育が重要であ
る。歯科医師・歯科衛生士で情報共
有を行いながらチーム医療として取
り組む歯周治療においては、患者主
体で共に歩むことも、一つのチーム
の形と考えている。

口腔衛生指導のポイント
　日々の生活習慣の中で長期的に継
続していける口腔衛生指導が、歯周
治療の成功への成否や予後にもつな
がる。口腔衛生指導の本位は、ただ
ブラッシングの方法を指導するだけ
でなく、どのようにしたら患者さん
がセルフケアを継続的に実践に移し
て結果が伴うかの行動変容をキーポ
イントとして実践できるかである。

「磨いている」と「磨けている」の
違いを患者に理解してもらうために
も、積極的にプラーク染色（赤染
め）を行うことを推奨する。また、
磨き残しを先に指摘しがちであって
も、良き点や努力した経緯について
先に褒める言葉かけや、行動を認
め、その後、苦手な部位やリスク部
位について改善指導につながる助言
を行う手順が、患者さんと良好な信
頼関係を作る上でも大切である。口
腔衛生指導は一度にたくさんの情報
を伝えるのではなく、次回以降のア
ポイントの中でもフィードバックを
重ねて、個々のレベルや口腔内の衛
生状況の反映具合に合わせて進行す
ることが結果的に長期継続にもつな
がる。

快適な歯周治療のポイント
　歯科医院には「痛い、怖い」とい
うネガティブなイメージをお持ちの
方もいらっしゃるため、このような
心境や過去のトラウマからも歯科医
院と疎遠になりがちなこともある。
このため、スムーズに信頼関係を構
築するには患者に合わせた対応や、
優しく温かい笑顔は重要で、診療に
対する安心感を与えて治療に対する
理解や協力を得ることが患者マネジ
メントとして配慮すべき点である。
　施術においては「痛くない・不快
でない施術のポイント」をおさえ
て、患者の気持ちの理解を繰り返し
院内でも相互実習などを通して無意

識な側面にも目を向けて、プロとし
てトレーニングを重ねる必要があ
る。
　また、患者のセルフケアのレベル
はモチベーションや生活習慣への定
着が大きく関係し、歯科衛生士はコ
ーチの役割のような立場で患者の現
状把握を行って、歯科的行動変容を
促すようなアプローチを患者に合わ
せて行うことが大切である。

院内で取り組む
効果的なSPTの実践
　SPT（サポーティブ・ペリオドン
タル・セラピー）とは、病状が安定
となった歯周組織を維持するための
治療として扱われている。歯周基本
治療では患者教育や原因除去を主体
としてきたが、今後はいかに歯周組
織の安定の維持や治療をしていける
かを目的とするため、長い期間の歯
周治療を経てSPTへと移行できた患
者は、新たな目標設定をして病状の
悪化を防ぐ対策に一緒に向き合うこ
とが鍵となる。
　SPTに関わる業務内容は歯科衛生
士が占める役割が大きく、歯科衛生
士の技術面での実力や患者マネジメ
ント力も大きく関係してくる。患者
の協力と適切なプロフェッショナル
ケアのバランスが長期的で継続した
管理につながるため、SPTの効果的
な実践においてもチーム医療が重要
となる。
（2022年12月11日、歯科定例研究会より）

協 会の 共済制度
春の共済募集
４月１日開始です！

もっと便利な積立制度

※サイバー保険もお問い合わせください！

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

ドクターに最適を提供します

協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

署名用紙のご注文は、☎078－393－1809まで

「保険でより良い歯科医療の実現求める」
　署名へご協力を！

高齢難聴者の補聴器購入等補助制度の
恒久化を求める署名　ご返送ください！

署名用紙のご注文やお問い合わせは、☎078－393－1840まで

下記サイトまたは右の二次元コードからの
ネット署名も可能です
https://bit.ly/3EelO4N


